
JL4000　ジェットランチャーベース　装着組立手順
このたびはｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰﾍﾞｰｽをお買い上げいただきありがとうございます。組み立てる前に下記を良く読んで組立をしてください。
NO 品番 品名 数 税別価格/1個 ■使用する工具

1 JL4000-11 JL4000用側面ﾌﾚｰﾑ 900mm 2 2,000 +税
2 JL4000-12L JL4000用ﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑｷｬｯﾌﾟ付 ﾛﾝｸﾞ830mm 2 3,000 +税 ◎スパナ10番、13番もしくはモンキーレンチ

3 JL4000-13 JL4000用ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｱｳﾀｰ 350mm 4 1,000 +税 プラスドライバー

4 JL4000-14 JL4000用ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰ 32φx190mm 4 1,500 +税

5 JL4000-15 JL4000用ﾗﾝﾁｬｰﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付 4 800 +税
6 IB040025AA 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ25mmｶﾞｲﾄﾞ用(旧品番JL4000-1 4 1,000 +税
7 IB040090AA 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ90mm　　(旧品番JS205) 8 1,500 +税
8 ＪＬ3000-4 JL4000用ｽﾃﾝﾚｽﾗﾁｪｯﾄﾍﾞﾙﾄ4.0M白 2 3,000 +税
9 ＪＬ3000-3 JL4000用､JL399用 ｶﾞﾝﾈﾙﾌｯｸ 4 3,000 +税

10 JB10604 ｺﾞﾑｷｬｯﾌﾟ　KP-22 4 200 +税 4番に組まれてます。
11 Z6028-1 38角用ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟｽﾘｯﾄ丸穴付 黒 8 600 +税 11番はﾌﾚｰﾑに組まれています。
12 P03-6-55 SUSﾌﾟﾗｽﾄﾗｽ6-55 24 70 +税
13 P06-06 SUSﾜｯｼｬｰM6 24 6 +税

14 P15-06 SUSﾅｲﾛﾝﾅｯﾄM6 24 62 +税 タイヤを止めているDリングを外し、
15 P03-8-60 SUSﾌﾟﾗｽﾄﾗｽ8-60 12 140 +税 必ず割ピンに交換して走行してください！
16 P03-8-50 SUSﾌﾟﾗｽﾄﾗｽ8-50 4 120 +税
17 P06-08 SUSﾜｯｼｬｰM8 32 9 +税
17 P05-08 SUSｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM8 16 10 +税
18 P07-08 SUSﾅｯﾄM8 16 30 +税
19 P10-3-35 SUS割ﾋﾟﾝ3-35 4 40 +税
■組立手順

組立をする前に完成写真をよく見て、全体のイメージを頭の中で作ってください。
各ネジ類を締める際は潤滑剤等を塗付して締めるようにしてください。
＜ﾄﾗｽﾋﾞｽの頭が6ﾐﾘは内側に8ﾐﾘは外側になるように締めてください＞
最初は各ﾈｼﾞ部は仮締めにて組立をしてください、最初からきつく固定しますと最後でﾌﾚｰﾑが組み上がらなくなる場合があります。

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｱｳﾀｰの組立
ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの最も端寄りに穴がある方を下にしｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAのﾅﾅﾒ部を下にして中間の2穴に内側より
ﾄﾗｽM6-55を差しM6ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで締めます。
ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの上端にｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAを中間のﾌﾞﾗｹｯﾄより90度の向きに外側からﾄﾗｽM8-60を差しM6ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで締めます。
4本のﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟを四方に置いてﾌﾞﾗｹｯﾄ、ﾄﾗｽﾋﾞｽの向きを確認しながら取り付けます。

側面ﾌﾚｰﾑとﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑの組立
四方に並べたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの中間のｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAに側面ﾌﾚｰﾑをﾄﾗｽM8-60、M8ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで固定します。（ﾄﾗｽ頭外側）
四方に並べたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの上端のｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAにﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑをﾄﾗｽM6-55、M6ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで固定します。（ﾄﾗｽ頭内側）

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰの組立
組上がったﾌﾚｰﾑをひっくり返しにしてｺﾞﾑｷｬｯﾌﾟを付けたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰをﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｱｳﾀｰに差し込みﾄﾗｽM8-50、M8ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで固定します

ﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞの組立調整とﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰ調整
ﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞ用ﾌﾞﾗｹｯﾄをﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑの8ﾐﾘ穴（大きい穴）のほうにﾄﾗｽＭ8-60、M8ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで固定します。
その上にﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付をﾄﾗｽM6-55、M6ﾜｯｼｬｰ、ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで取り付けます。
※8ﾐﾘ穴は左右内外で計4個あります、450ﾐﾘ幅のﾗﾝﾁｬｰは外側で、300ﾐﾘ幅は内側になります。
●横幅の調整
※6ﾐﾘ穴は片側4個ありますので実艇に乗せ合わせしてｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAをずらし幅調整してください。
　　＜左右対称の穴使用＞
●高さの調整
※ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰﾍﾞｰｽの高さは実艇に乗せ合わせしてﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰをずらし高さ調整してください。
PWCのｽﾃｯﾌﾟが傾斜している場合は前後の高さを変えて調整してください。

PWCへの固定方法
組立てたｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰﾍﾞｰｽ本体をｻｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟに置き、その上にさかさまにｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰを積載します。
前後の向きは各艇によりﾊﾝﾄﾞﾙ高さ等違いますので調整してください。

　　　2個のガンネルフックにラチェットベルトを通しておいてから、ガンネルフックを艇の両側ガンネル部分に引っ掛けて
　　　ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰの上からﾍﾞｰｽ本体と一緒にﾗﾁｪｯﾄﾍﾞﾙﾄをしっかり締め固定します。

　（積載長さが長い場合、ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰの取っ手部を外して積載することも可能です）
タイヤを止めているDリングを外し、替わりに割ピンを差し込んで抜けないように先を曲げてください。
●ﾍﾞｰｽの前足と後足の接地するレベル（高さ）にかなり段差や傾斜がある場合は
レベル（高さ）が合うように何かスペーサーを入れて固定してください。
●ﾍﾞｰｽ装着後は必ず一度試走しベルトの緩みやラックのズレ等、取付状態を確認してください。
艇によってはガンネル形状により、うまくラッシングだけの固定ができない場合があります、その際はさらに追加でロープ、ベルト等で
艇体にしっかり固定してご使用ください。
●高速走行や長い時間の走行時の場合はさらに追加でロープ、ベルト等で艇体にしっかり固定してご使用ください。
●艇のガンネル形状によってはガンネルフックが艇にこすれキズ付く場合はフックと艇体の間に緩衝材等を当ててご使用ください。
●ステップ部分の肉厚が薄く強度に不安のある場合、足部に何か敷板を敷いて固定してください。

■使用上の注意！
●ﾍﾞｰｽ装着後は必ず一度試走しベルトの緩みやﾍﾞｰｽのズレ等、取付状態を確認してください。
　緩んでいたりズレていたら走行を中止し固定し直してください。
●悪路走行の際は徐行にて走行してください。
●ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰ以外の積載はやめてください大変危険です。
●本品を使用に際しては、速度超過、急発進、不要な急ハンドル、不要な急減速をしないでください。
　急ハンドル、急減速等した場合は必ずラックの積載物や取付状態を確認してください。
●高速走行、長距離走行される場合は、さらにﾛｰﾌﾟ、ベルト等でしっかりと固定して走行してください。
●走行する前に必ずネジ、ボルト、ベルトの点検、締め直しをしてください、緩んだまま使用しますと事故や破損の原因になります。
●ﾍﾞｰｽ使用の際は走行時適時ﾍﾞｰｽの安全確認し走行してください。
●老化や破損等があるベルトの使用は大変危険です、その際は使用をやめてください。
●この商品はｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰ積載用です、その他には使用しないでください。ﾄﾚｰﾗｰ法規内にてご使用ください。
●誤った取付、使用による事故等の責任は応じかねますので、ご了承ください。
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ジェットランチャーベースの装着取扱注意事項

①組立てたｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰﾍﾞー ｽ本体をｻｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟに置き、その上にさかさ
まにｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰを積載します。前後の向きは各艇によりﾊﾝﾄﾞﾙ高さ等
違いますので調整してください。
②2個のガンネルフックにラチェットベルトを通しておいてから、ガンネ
ルフックを艇の両側ガンネル部分に引っ掛けてｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰのﾚｰﾙ部
の上からﾍﾞー ｽ本体と一緒にﾗﾁｪｯﾄﾍﾞﾙﾄをしっかり締め固定します。　
（積載長さが長い場合、ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰの取っ手部を外して積載すること
も可能です）

タイヤを止めているDリングを
外し、必ず割ピンに交換して
走行してください！
Dリングでの走行は危険です。

艇のガンネル形状によっては
ガンネルフックが艇にこすれ
キズ付く場合はフックと艇体
の間に緩衝材等を当ててご
使用ください。
フックが奥までしっかりかかっ
ているか確認してください。

老化や破損
等があるベ
ルトの使用
は大変危険
です、速や
かに交換し
てください。

●ﾍﾞｰｽの前足と後足の接地するレベル（高さ）にかなり段差や傾斜がある場合は
レベル（高さ）が合うように何かスペーサーを入れて固定してください。
●ﾍﾞｰｽ装着後は必ず一度試走しベルトの緩みやラックのズレ等、取付状態を確認してください。
艇によってはガンネル形状により、うまくラッシングだけの固定ができない場合があります、その際はさらに追加でロープ、ベルト等で
艇体にしっかり固定してご使用ください。
●艇のガンネル形状によってはガンネルフックが艇にこすれキズ付く場合はフックと艇体の間に緩衝材等を当ててご使用ください。
●ステップ部分の肉厚が薄く強度に不安のある場合、足部に何か敷板を敷いて固定してください。
●トレーラー法規内にてご使用ください。

高速走行や長い時間の走行
時の場合はさらに追加でロー
プ、ベルト等で艇体にしっかり
固定してご使用ください。

走行する前に必ず各部のネジ、ボ
ルト、ベルトの点検、締め直しをして
ください、緩んだまま使用しますと
事故や破損の原因になります。

＜装着組立手順書の「使用上の注意！」もご確認ください。＞

品番JL399BH
追加ベルトセット
￥8.925（税込）
（ﾗﾁｪｯﾄﾍﾞﾙﾄ、ｶﾞﾝﾈ
ﾙﾌｯｸ2個）

品番JL399BH
追加ﾍﾞﾙﾄｾｯﾄ
\9,000+税
(ﾗﾁｪｯﾄﾍﾞﾙﾄ､
ｶﾞﾝﾈﾙﾌｯｸ2個)



完成写真
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取説2-1

M8類

M6類

⑱

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｱｳﾀｰの組立

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの中間にｼﾞｮｲ
ﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAをM6類で固
定します。
※ｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAの向
き注意

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの上端にｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹ
ｯﾄAをM8-60類で固定します。
※ｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAの向き注意
※M6ﾅｯﾄ側を外側にしてくださ
い、内側にしますと設置の際、
ｼｰﾄｶﾊﾞー に当たりｷｽﾞが付く恐
れがあります。

＜ﾄﾗｽﾋﾞｽの頭が6ﾐﾘは内側に8ﾐﾘは外側になるように締めてください＞
＜ﾋﾞｽ類は始め仮締めし最後に増し締めしてください＞

全部で4本のﾌｯﾄ
ﾊﾟｲﾌﾟを完成させ
ます。
四方に置いてｼﾞｮ
ｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAの向
きやﾄﾗｽﾋﾞｽ外側
にあるかを確認
します。

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの上下
向きに注意！
ﾊﾟｲﾌﾟの端寄りに
8ﾐﾘ穴があるほ
うが下です。

M6ﾅｯﾄ外側

M8ﾄﾗｽ外側



ﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞ用ﾌﾞﾗｹｯﾄをﾃ
ﾞｯｷﾌﾚｰﾑの8ﾐﾘ穴（大
きい穴）のほうにﾄﾗｽ
Ｍ8-60類で固定しま
す。
その上にﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞｷｬｯ
ﾌﾟ付をﾄﾗｽM6類で取り
付けます。
※8ﾐﾘ穴は左右内外で
計4個あります、450ﾐﾘ
幅のﾗﾝﾁｬｰは外側で
、300ﾐﾘ幅は内側にな
ります。

→

側面ﾌﾚｰﾑとﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑの組立

四方に並べたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの中間のｼﾞｮｲﾝ
ﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAに側面ﾌﾚｰﾑをﾄﾗｽM8-60類
で固定します。

→

組み上がったﾌﾚｰﾑをひっくり返しにしてｺﾞﾑｷｬｯﾌﾟを付けたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰをﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｱｳﾀｰに差
し込みﾄﾗｽM8-50類で固定します。

取説2-2

四方に並べたﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの上端のｼﾞｮｲﾝ
ﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAにﾃﾞｯｷﾌﾚｰﾑをﾄﾗｽM6類で固
定します。

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰの組立

→

ﾚｰﾙｶﾞｲﾄﾞの組立調整とﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰ調整

※6ﾐﾘ穴は片側4個ありますの
で実艇に乗せ合わせしてｼﾞｮｲ
ﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAをずらし幅調整し
てください。
　　＜左右対称の穴使用＞

※ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰﾍﾞー
ｽの高さは実艇に
乗せ合わせしてﾌ
ｯﾄﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾅｰをず
らし高さ調整して
ください。
PWCのｽﾃｯﾌﾟが傾
斜している場合は
前後の高さを変え
て調整してくださ
い。


